
☆緊急事態宣言下における姿中生の生活について 

～「チーム姿中」一丸となって取り組む新型コロナウイルス感染拡大防止対策～ 

みなさんもご存じのように、栃木県もコロナ禍における緊急事態宣言が発令されました。夏休みも感染対策を

しっかりして生活できたかと思います。しかし、まだまだ予断を許さない状況です。学校が始まりましたが、部

活動などについても以下のように決定いたしました。 

これらをよく読んで、安心安全な環境をみんなで作り、「チーム姿中」一丸となって、夏休み明けも一人一人が

朝、必ず検温するなど基本的な感染防止対策を徹底していきましょう！（右記の改訂版参照） 

 

１、学校生活について  ～一人一人が守るべき３つのポイント～ 

① 身体的な距離をとり、会話をするときには必ずマスクをつけ、可能な限り真正面を避ける。 

   （特に歯磨きの時など、密にならない、マスクを外して会話をしない。） 

② 手洗いは３０秒以上かけて、水と石けんで丁寧に洗う。こまめに消毒も。 

③ 常に換気をしっかりと！（教室南側の窓２か所、教室北側の上の窓２か所、廊下の窓を開ける） 

 ※９月下旬まで体育着登下校です。 

２、部活動について  ～仲間と一緒に守るべき２つのポイント～ 

① 部活動は９月１２日（日）まで中止。 

② 感染防止対策を再徹底する。（気を緩めないことが何より大切！） 

・休日に自主練で走る場合も人の多い場所は避けましょう。できるだけ自宅でのトレーニングにとどめよう。 

※中体連新人大会等は１０月に延期（各競技で日程調整中） 

３、家庭生活について  ～家族や友人と一緒に守るべき４つのポイント～ 

① 時間や県内外を問わず不要不急の外出はしない。 

（塾などでやむを得ず外出をする場合は、マスクの着用・手指消毒などの感染防止対策を徹 

底しましょう。） 

② 密集・密接・密閉になるような場所への外出は避ける。 

③ 外出先から帰ったら、すぐに手と顔を念入りに洗う。 

④ 頭痛や腹痛など、体調が悪いときには無理に登校しない。外に出ず、家でしっかり休む。 

 

 

前回もお知らせしましたが、“シトラスリボンプロジェクト”などにもあるように、コロナ禍で生まれた差別、

偏見をなくし、温かい社会・学校を目指していければと思います。 

「チーム姿中」一丸となって、この難局を互いに手を取り合って、支え合い助け合って

乗り越えていきたいと思っています。今後も生徒・教職員・家庭・地域の絆を深めながら、

協働していければと思います。コロナ禍における何か相談や不安なことがありましたら、

早目に連絡をいただきたいと思っております。また、生徒の様子や緊急の

連絡など姿川中学校のホームページやメールでお伝えしますので、引き続

きこまめにチェックしていただければと思います。保護者の皆様もご自愛

ください。 
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